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お問い合わせ　防災危機管理課　☎537-5664

災害発生時の緊急連絡先 わが家の防災マニュアル

あなたの地区の「指定避難所」

消防 119 警察 110
☎ 534-6119
☎ 534-6111災害警戒・

災害対策本部

夜間・休日

災害の状況 担当課 直通電話番号
土砂崩れなどによる
道路の不通 道路維持課 537-5674

河川の決壊、がけ崩れなど 河川課 537-5632
山崩れ、ため池の決壊など 生産基盤課 537-5629
下水道関係

（マンホールぶたの浮上など） 下水道施設課 537-5642

上水道関係
（水道管の破損、漏水など） 水道局

平日 538-1211
夜間
休日 538-1812

　緊急の場合は指定避難所にとらわれず、近くの安全な場所に避難してください。
避難勧告の前に避難する必要があるときは、
福祉保健課【☎537-5996、夜間・休日 ☎534-6119】へご連絡を。

　津波・地震や洪水、土砂・災害の
ハザードマップのほか、市内で発
生が予想されるさまざまな災害
に対する知識と備えをまとめて
います。家族での災害対策や地域
での防災訓練などに活用しましょ
う。「わが家の防災マニュアル」は、
市ホームページに掲載していま
すので、ご利用ください。

◆洪水、土砂・災害ハザードマップについて
　河川課　☎537-5632
◆津波・地震ハザードマップ、わが家の防災マニュアルについて
　防災危機管理課　☎537-5664

▪ 大分地区（47カ所）
□金池小学校
□ホルトホール大分
□上野ヶ丘中学校
□大分上野丘高等学校
□コンパルホール
□荷揚町小学校
□長浜小学校
□中島小学校
□浜町保育所
□住吉小学校
□碩田中学校
□春日町小学校
□王子中学校
□生石保育所
□大分西部公民館
□大道小学校
□県立聾学校
□西の台小学校
□大分西中学校
□大分西高等学校
□八幡小学校
□神崎小学校
□豊府小学校
□南大分中学校
□南大分公民館
□南大分体育館
□城南小学校
□城南中学校

□滝尾小学校
□滝尾校区公民館
□下郡小学校
□森岡小学校
□大分南部公民館
□森岡校区公民館
□津留小学校
□舞鶴小学校
□東大分小学校
□城東中学校
□日岡小学校
□大分東部公民館
□桃園小学校
□原川中学校
□明野東小学校
□明野西小学校
□明野北小学校
□明野中学校
□明治明野公民館

▪ 鶴崎地区（18カ所）
□鶴崎小学校
□鶴崎公民館
□小中島公民館
□三佐小学校
□家島公民館
□別保小学校
□鶴崎中学校
□もりまち幼稚園
□明治小学校

□大東中学校
□岡原公民館
□明治北小学校
□高田小学校
□松岡小学校
□川添小学校
□宮河内ハイランド
　公民館
□陽光台公民館
□広内公民館

▪ 大南地区（13カ所）
□上戸次小学校
□大塔公民館
□戸次中学校
□判田小学校
□判田中学校
□判田米良公民館
□大分南高等学校
□ひばりヶ丘公民館
□竹中小学校
□竹中中学校
□河原内くすのきホール
□吉野小学校
□吉野中学校

▪ 稙田地区（17カ所）
□稙田小学校
□稙田公民館
□稙田西中学校
□胡麻鶴公民館

□宗方小学校
□下宗方公民館
□上宗方公民館
□横瀬小学校
□横瀬西小学校
□東稙田小学校
□田尻小学校
□寒田小学校
□稙田東中学校
□敷戸小学校
□鴛野小学校
□賀来中学校
□賀来公民館

▪ 大在地区（５カ所）
□大在西小学校
□大在小学校
□大在中学校
□大在公民館
□大在浜公民館

▪ 坂ノ市地区（９カ所）
□坂ノ市小学校
□坂ノ市中学校
□坂ノ市公民館
□細公民館
□大分東高等学校
□和光保育園
□丹生小学校
□久土公民館
□延命寺公民館

▪ 佐賀関地区（11カ所）
□こうざき小学校
□木佐上小学校
□樅の木会館
□佐賀関中学校
□佐賀関小学校
□佐賀関公民館
□関崎海星館
□田中体育館
□白木体育館
□田ノ浦生活改善
　センター
□（旧）一尺屋小学校
　体育館

▪ 野津原地区（11カ所）
□野津原東部小学校
□入蔵公民館
□野津原公民館
□野津原中学校
□野津原中部小学校
□野津原西部小学校
□荷小野公民館
□小原公民館
□今市町公民館
□今市健康増進
　センター
□練ヶ迫公民館

お問い合わせ

不安や危険を感じたら
早めの避難を！

災害に備えて、確認しておきましょう

3 H26. ６. １

地震！
いざという時の備えは万全ですか

　2008年にアメリカで始まった地震に備える防災訓練で、指定され
た日時に、それぞれの場所（職場、学校、外出先等）で、地震から身を守
る安全行動①－②－③を、１分間行います。

【実施日時】
　９月１日㈪　午前11時45分
【災害想定】
◦��南海トラフを震源とする震度６弱の地震
が発生
◦��沿岸部に大津波警報が発表

【訓練内容】
◦��定刻に開始（合図なし）
※�大分市防災メールに登録している人には
通知メールが届きます。
※�市役所内では、放送またはサイレンを鳴
らします。

➡
◦��１分間の安全行動①－②－③を実施。

➡
◦��各自で「わが家の防災マニュアル」を参考
に、避難想定や備蓄（非常持ち出し袋）の
確認等、の「プラスワン訓練」を行う。

シェイクアウト訓練とは

安全行動①－②－③

　大分市では、南海トラフを震源とする巨大地震やそれに伴う津波による甚大な被害が
想定されています。市では、６月～９月を「大分市防災キャンペーン期間」として、防災講
演会やシェイクアウト訓練などを行います。
　この機会に訓練等に参加し、防災意識を高め、あらゆる災害に備えましょう。

６月～９月は大分市防災キャンペーン期間

➡ ➡

事前に参加登録をお願いします
【登録期間】６月２日㈪～訓練開始（９月１日〈月〉　午前11時45分）まで
【登録方法】防災危機管理課（本庁舎３階）、各支所、明野出張所に備
え付けの申込用紙（市ホームページでダウンロー
ドも可）に必要事項を記入し、直接または郵送、
ファクスで、防災危機管理課（〒870-8504　荷揚
町２番31号　 �533-0252）へ。

　 ※市ホームページから電子申請もできます。

　市の防災情報を携帯電話やパソコンで受信できます。
災害の備えとしてお役立てください。

受 信 で き る 情 報
■市の災害時の緊急な情報（避難勧告、避難所開設などの情報）
■気象警報、地震情報、津波警報・注意報、土砂災害警戒情報、洪
水予報、竜巻注意情報、光化学スモッグ情報、ＰＭ 2.5 情報、食
中毒注意報（受信選択ＯＫ）
■市からの防災に関するお知らせ
■天気予報の定期的な配信
※登録や情報の利用については無料ですが、メールの送受信や案内
ページなどの閲覧にかかる通信費用は、登録者の負担になります。

送られてきたメールのURLへアクセス2
登録ボタンで完了！詳細設定は「変更」で3

日　時：６月７日㈯
　　　 午後１時30分～３時30分
　　　（午後１時開場）
場　所：コンパルホール１階
　　　 文化ホール
演　題：�「災害から私たち自身・組織

を守るために、最初に理解
すべきこと」

講　師：�木村�玲欧�氏
（兵庫県立大学環境人間学部�大学院環境人間学研究
科准教授）

定　員：500人（当日先着順）※先着300人に非常食を配布
その他：文化ホール前で、防災啓発パネルや防災用品を展示

大分市防災キャンペーン防災講演会 無料大分市防災メールに登録しましょう

entry@b-oita.jpへ空メールを送信1

シェイクアウト訓練の流れ

登録はこちらから

申請はこちらから

～大分市シェイクアウト訓練の参加者募集～
９月１日㈪ みんなで一斉に安全行動を

揺れに倒される前
に姿勢を低くする①
姿勢を低く

手や腕などで頭や
首を守る②
頭を守り

揺れが収まるまで
じっとする③
じっとする

※�自動車等で移動中の場合、危険を伴うため
安全行動を行わないでください。
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元
気
な
大
分
市
の
創
造
に
向
け
て

「
ひ
と
」
の
元
気

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■ 

歩
く
こ
と
で
健
康
づ
く
り

■ 

子
育
て
支
援
の
充
実

■ 

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
サ
ポ
ー
ト

　「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識

の
も
と
、
歩
く
こ
と
を
基
本
と
し
た
健
康
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
ち
な
か
に
消
費
カ
ロ
リ
ー

が
分
か
る
案
内
板
の
設
置
な
ど
、
歩
い
て
楽
し

い
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
に
は
、
保
育
士
に
よ
る
乳
幼
児
家
庭

へ
の
訪
問
や
保
育
所
の
定
員
拡
大
な
ど
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
よ
う
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
は
気
軽
に
外
出
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
多
世
代
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
　

「
ま
ち
」
の
元
気

　
地
域
の
活
性
化
や
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
行
い
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■ 

地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

■ 

中
心
市
街
地
の
活
性
化

■ 

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、
地
域
に

応
じ
た
自
主
・
自
立
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
市
道
や
農
道
を
整
備
し
、
均
衡
あ
る
一
体

的
な
発
展
を
図
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
で
は
、
来
春
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

大
分
駅
ビ
ル
や
北
口
駅
前
広
場
、
県
立
美
術
館
の

建
設
な
ど
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
思
わ
ず
歩

き
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
と
し
て
、
中
心
商
店

街
等
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ア
ー
ト
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
ひ
と
」「
ま
ち
」
の
誇
り

　
大
分
市
の
食
・
文
化
や
歴
史
な
ど
の
地
域
の
宝

を
再
発
見
し
、
ま
ち
の
誇
り
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■ 

地
域
の
宝
を
再
発
見

■ 

大
友
宗
麟
を
旗
印
に

■ 

大
分
の
魅
力
を
情
報
発
信

　
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
農
林
水
産
物
や
郷
土

料
理
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
食
・
文
化

の
伝
承
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

や
ス
ポ
ー
ツ
で
生
ま
れ
る
一
体
感
を
通
じ
て
、

市
民
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
わ
が
ま
ち
の
誇
り
と
し
て
郷
土
の

英
雄
「
大
友
宗
麟
公
」
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え

て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
分
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信

し
、
市
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
る
「
郷
土
お
お

い
た
」
を
目
指
し
ま
す
。

　共
に
市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

これからの大分市に向けて
　「ひと」「まち」の元気と誇り
づくりに向けてスタートした大
分市。将来、期待する大分市の
姿を聞きました。あなたはどん
なまちを想像しますか？

原田 莉奈さん（左）、渡邊 美友さん（中央）
長尾 知佳さん（右）

前畑 侑紀さん（左）、上野 莉子さん（中央）
熊川 美咲さん（右）

後藤 かりんさん、歩花ちゃん（左）
瑛斗くん（右）

武政 厚代さん、善葵くん

庄野 恒太さん（左）、西村 馨介さん（右）

お問い合わせ　商工労政課　☎537-5625
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　市
で
は
、
次
の
世
代
に
元
気
な
大
分
市
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

26
年
度
を
「
ひ
と
・
ま
ち
の
元
気
創
造
元
年
」
と
位
置
付
け
、
市
民
の

総
力
を
結
集
し
、「
ひ
と
」
も
「
ま
ち
」
も
元
気
で
誇
り
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
・
ま
ち
に

　    
元
気
と
誇
り
を

未来に誇れる元気なまちを
　未来に夢と希望があふれるまちづくりに必要不可欠
なのは、「ひと」も「まち」も元気であることです。
　現在、全国的に人口減少や少子高齢化が進む中、30
年後には３人に１人が 65 歳以上になると予測されて
います。また、平均寿命が延びている一方、介護等の
人の助けを必要としない健康寿命との差は男女ともに
約 10 年間もあります。これは、本市も例外ではあり
ません。
　いかに健康で幸せな日々を長く過ごせるかは日々の
健康づくりが大切です。そして、「ひと」や「まち」

の魅力づくりは、医療
費や介護費などの増加
に歯止めをかけ、新た
な活力創出にもつなが
ります。
　今年は「ひと」「ま
ち」の元気創造に向け
たスタートの年です。
将来「大分市に住んで
良かった」と誇れる元
気なまちを共に築いて
いきましょう。

大分市長　釘宮　磐

ひと・まちの元気創造元年
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お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2517
お問い合わせ

社会教育課　☎537-7039

行
政
評
価
の
し
く
み

　
大
分
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

体
系
化
さ
れ
た
政
策
や
施
策
、
事

務
事
業
を
「
計
画
（Plan

）」「
実

行
（D

o

）」「
点
検
（Check

）」「
改

善
・
改
革
（A

ction

）」
と
い
う
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
成
果

を
重
視
し
た
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
内
部
評
価
だ
け
で

な
く
、
外
部
行
政
評
価
委
員
会
か

ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
事
務
事

業
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す
。

行
政
評
価
結
果
の
活
用

　
行
政
評
価
の
結
果
は
、
事
務
事

業
な
ど
の
改
善
や
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
16
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
１
９
６
件
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、

約
67
億
円
の
財
源
を
捻
出
し
ま
し

行政評価による 26 年度予算への反映状況
【見直した主な事業】
・「情報学習センター」への指定管理者制度導入
　４月から民間事業者による施設の管理・運営を実施しました。
・防疫事業の一部削減
　���道路側溝等への殺虫剤投入業務委託を廃止し、自治会による薬
剤投入としました。

【予算（一般財源）影響額】
　効果額　１億１,74３万６,０００円

歯と口の健康週間です
6月4日㈬～10日㈫は

　歯と口の健康を維持することは、体
の健康増進につながります。正しい知
識を持って、いつまでも歯と口の健康
を保ちましょう。

　市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
行
政
評
価

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

行
政
評
価
で
市
の
事
業
を

見
直
し
て
い
ま
す

大分市生涯学習指導者
募集中

健康な歯を保つためのポイント

　フッ素には歯の質を強くする効果があります。また、初期のむし歯を修
復し、むし歯菌の働きを抑える効果もあります。歯の健康のために、フッ素
入り歯磨き剤を使いましょう。

【活動内容】
公民館や地域の団体の要請に応じて、生涯学
習活動の指導を行います。
【対　　象】
市内に居住または勤務し、指導するための
知識や経験がある個人または団体
【募集期間】
年間を通じて受け付けています。
【募集分野】
◦趣味一般（工芸、園芸、家庭生活など）
◦�レクリエーション（ダンス、ストレッチ
体操など）
◦スポーツ（体操、球技、生涯スポーツなど）
◦芸術、文化（書道、舞踊、華道、茶道など）
◦教育一般（育児、青少年、家庭教育など）
◦語学、国際交流、ボランティアなど
※�営利を目的とした活動や政治活動、宗教活
動を除く

　食事やおやつは時間を決め、だらだら食べないようにしましょう。
　また、歯周病にならないように、十分な睡眠とバランスの良い食事を心
掛け、免疫力を高めることが大切です。

　食後と寝る前は必ず歯磨きをしましょう。力を入れ過ぎず小刻みに、丁寧
な歯磨きが効果的です。

むし歯のできやすいところは下の3カ所。フッ素入り歯磨き剤を使い、丁寧に
磨きましょう。

①歯の質を強くする

③生活習慣に気を付ける

②歯
し

垢
こう

を除去する

歯磨き

歯と歯茎の境目歯と歯の間奥歯の溝

お問い合わせ　子ども保育課　☎537-5794

お
問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室
　
☎
５
３
７・５
７
１
８

た
。
一
方
で
、
25
件
の
事
務
事
業

を
拡
大
し
、
約
27
億
円
の
財
源
を

振
り
向
け
ま
し
た
。

【申込方法】
社会教育課 (第 2庁舎 4階 )、各地区公
民館に備え付けの申請書（市ホームペ
ージでダウンロードも可）に必要事項
を記入し、直接、お近くの地区公民館へ。
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　市内に転入してきた親子を対象に、リ
ズム遊びやおしゃべりなどの交流会を開
催しています。

毎月第３日曜日
未就学児（０歳～６歳）をもつ親子
20組（先着順）
直接または電話で、参加する開催
月の前月15日から地域子育て支援
室へ。

募集期間：７月１日㈫～31日㈭

子育てほっと情報

開催日

定　員
対　象

申込み

子育てをサポート「地域子育て支援室」

あなたも保育ママになりませんか

子どもの一時預かりに認可保育所（園）のご利用を

　市では、親子が気軽に集い、遊び、学べる環境づくりを行っています。
「地域子育て支援室」は、子育て相談や子育てに関する情報提供などを通
して、子育て中のママ・パパを応援しています。気軽にご利用ください。

　就労や病気などで家庭での保育が困
難な保護者に代わり、自宅で児童を保育
する「保育ママ（家庭的保育者）」を募
集します。

▪募集人数　３人
▪資　　格　��保育士、看護師、幼稚園教諭のいずれかの資格を有する25歳

以上の人（介護を必要とする同居親族等や養育している小学
生以下の児童がいない人）

▪内　　容　・保育開始月・・・・26年12月（予定）
　　　　　　・保育場所・・・・・保育ママの自宅などの部屋
　　　　　　・保育対象児童・・・生後３カ月～２歳（３人まで）
　　　　　　・保育日時・・・・・原則、月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時～午後４時
▪報　　酬　保育児童数による（月額）
� 　　１人…９万円、２人…17万円、３人…24万円
▪選考方法　研修を受講後、選考します

【申込み】子ども保育課（本庁舎１階）に備え付けの各申込書（市ホームページで
ダウンロードも可）に必要事項を記入し、直接または郵送、ファクスで同課
（〒870-8504　荷揚町２番31号　 533-2611）へ。

　保護者が病気・冠婚葬祭
などで、一時的に子どもの
保育が困難な場合に利用で
きます。

◎子育て相談（面接または電話）
◎子育て教室・講座（リズム遊びや体操、料理教室など）
◎育児支援家庭訪問の受付　など

【所 在 地】�ホルトホール大分２階（子育て交流センター内）
【開所時間】�午前９時～午後５時
【閉 所 日】�第２・第４月曜日（休日の場合は翌日以降の平日）
����������������年末年始（12月28日～１月３日）

事前説明会を開催します〈要申込み〉
【日時】６月30日㈪　午後３時～
【場所】本庁舎９階　902会議室
【申込期間】６月２日㈪～27日㈮

内容

ウエルカムパーティーに参加しませんか

お問い合わせ　地域子育て支援室　☎576-8245

お問い合わせ　子ども保育課　☎537-5794

お問い合わせ
子ども保育課　☎537-5794

実施場所

実施日
月～金曜日（祝日を除く）の保
育所（園）の開所日
対象児童
◦ 市内に居住する１歳以上の
就学前の児童

◦ 幼稚園に就園していない児童
（緊急の場合を除く）

桜ケ丘保育所★（金池南一丁目５-１）� ☎576-8249
住吉保育所★（碩田町三丁目３-４）� ☎534-5750
津守あすなろ保育園★（津守12組）� ☎567-6625
ゆりかご保育園★（田中町１組の３）� ☎544-5093
宗方保育園★（大字上宗方1045-１）� ☎541-3524
旦の原保育園（高江北二丁目８-１）� ☎554-3386
めぐみ保育園（花高松三丁目２-12）� ☎558-9873
みんなの森こども園（花江川４-12）� ☎527-6433
坂ノ市保育園（久原中央二丁目８-16）� ☎592-1143
みのり保育園（大字中戸次4536）� ☎597-6869
桜町保育園（寿町１-19）� ☎547-7515

※�桜町保育園は、７月１日㈫から一時預
かりを開始します。
※�各保育所（園）の受け入れ人数は、１日
につき５人（★は10人）程度です。利用
日数・時間・料金については、各保育所
（園）にお問い合わせください。

※�毎月の子育て教室・講座の内容は、地域子育て支援室までお問い合わせください。

【申込み】利用する１カ月～７日前に
希望保育所（園）に電話し、事前登録の
申込みをしてください。申込み後、親
子面談があります。

利用無料
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48万人の広場
第１エリア
（中村病院予定地前～赤レンガ館前）
1,000人（先着順）
観光課（本庁舎８階）に備え付けの申込書（市ホーム
ページでダウンロードも可）またははがき、ファクス、
Ｅメールで、６月20日㈮〈消印有効〉までに同課（〒
870-8504　荷揚町２番31号　 537-5670　
kanko2@city．oita．oita．jp)へ。
◦�団体は５人以上でお申し込みください。５人に満た
ない場合はお問い合わせください。
◦�参加衣装は自由ですが、独自の音楽や鳴り物での
参加はできません。
◦�初心者には踊り指導を行います。随時指導員を派
遣しますので、希望者は観光課へお問い合わせく
ださい。

参加者募集

鶴崎公園グラウンド
（東鶴崎一丁目）
鶴崎踊を踊ることができる人（多数時は事務局にて調整）
本場鶴崎踊大会実行委員会に備え付けの申込書また
ははがき、ファクスで、団体名、参加人数、代表者の住
所、氏名、電話番号を記入し、６月30日㈪〈消印有効〉ま
でに同委員会（〒870-0103　東鶴崎一丁目２番３
号　鶴崎支所内　 521-7140）へ。
◦�団体は10人以上でお申し込みください。10人に満た
ない場合はお問い合わせください。
◦��個人は８月24日㈰のみの出場です。浴衣を着用して
出場してください。
◦両日とも後半から飛び入り参加できます。
◦��初心者および中級者向けの講習会を７月５日㈯・15
日㈫、８月５日㈫の午後７時30分から、鶴崎公民館
で行います。希望者は鶴崎おどり保存会（鶴崎支
所内〈☎527-2111〉）へ。

場　所

対　象
申込み

その他

お問い合わせ
本場鶴崎踊大会実行委員会（鶴崎支所内）　☎527-2111

本場鶴崎踊大会
日時 ８月23日㈯・

　  24日㈰
午後７時15分～
　　　９時30分

お問い合わせ　市美術館　☎554-5800

家族で工作をして夏を楽しく過ごしてみませんか。

①「うちわつくり」
染めた和紙と竹で、オリジナルのうちわを作ります。
月日　７月12日㈯・13日㈰

月日　７月19日㈯・20日㈰

月日　７月24日㈭・25日㈮

月日　９月６日㈯・７日㈰

月日　７月31日㈭、８月１日㈮

月日　８月７日㈭・８日㈮

【対　象】小・中学生とその保護者（小学生は保護者同伴）
　　　　※⑤は小学3年生以上

【定　員】各40人（多数時は抽せん）
【参加料】①～③・⑤・⑥ 500円（材料費）
【時　間】①～③・⑤ 午前10時30分～午後０時30分、
 午後１時30分～３時30分
　　　　④・⑥ 午後１時30分～３時30分

【申込み】 往復はがきに、講座名（複数講座の申込みはでき
ますが、１講座につき１枚）、希望日時（第２希望
まで、または「いずれも可」と記入）、住所、電話番
号、参加者全員の氏名（ふりがな）、学年（小学生未
満の同伴者がいる場合は年齢）、必要な材料数を
記入し、６月15日㈰～30日㈪〈消印有効〉に市美
術館「夏の子ども講座」係（〒870-0835　大字上
野865番地）へ。

夏の子ども講座2014市美術館

場　所

定　員
申込み

その他

お問い合わせ
観光課　☎537-7043

大分七夕まつり
「おおいた市民おどりの祭典」

日時 ８月２日㈯
午後７時～
　　８時30分

②「ウィンド・ベル」
粘土とビーチグラスを使って、涼しげな風
鈴を作ります。

③「うきうきモビール」
粘土で好きな形のモビール（飾り）を作ります。

④「はりこの犬」(ボランティア企画)　無料

⑤「マイ・ロボット」

新聞紙を使って、かわいい動物のはりこを作り
ます。

木を組み合わせて自分のロボットを作ります。

⑥「大切な人へ贈るカード」
敬老の日に贈るポップアップ(飛び出す)
カードを作ります。

参加者募集
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ごしてみませんか。

1979年、写真集「海からの手紙」で第５回木村伊
兵衛写真賞を受賞。ネコなど身近な動物から、世
界各地の野生動物まで、地球上のあらゆる地域
をフィールドに撮影を続け、その美しく、想像力
をかきたてる写真は世界で高く評価されている。

写真家　岩
いわごう

合�光
みつあき

昭 1950（昭和25）年
東京都生まれ

「沖縄県・竹富町」

©HIDEKO IWAGO

※ 中学生以下は市内・市外を問わず無料。
◦団体は20人以上。   
◦特別展観覧料で、コレクション展（常設展）も観覧できます。
◦ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳提示者とその介護者は無料です。
◦「大分市美術館年間パスポート」が利用できます。

観覧料 特別展
ねこ歩き　岩合光昭写真展

一　般 個人 団体
800 円 600 円

高校生
大学生

個人 団体
600 円 400 円

お問い合わせ　市美術館　☎554-5800

６月６日㈮ ▶７月13日㈰
【開館時間】午前10時～午後６時
　　　　　　（入館は午後５時30分まで）
【休  館  日】６月９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪

大分市美術館　特別展

　世界で活躍する動物写真家・岩合光昭。
本展は、岩合氏が近年訪れた国々や日本の
ネコたち、そして岩合氏自身にいちばん身近
な岩合家のネコたちの写真 222（にゃんにゃ
んにゃん）点を展示します。
　素直でへそ曲がり、大胆で臆病、甘えた
がりで素っ気ない、ネコたちとの出会いの旅
を一緒に楽しみませんか。

毎週水曜日
午後２時～（30分程度）

企画展示室
市美術館職員

６月６日㈮～７月 13日㈰
大きさは L判（約 89㎜× 127㎜）で写真用紙に
プリントしたもの。
写真の裏面に、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
し、直接または郵送で、６月30日㈪〈消印有効〉ま
でに市美術館「ねこ歩き展写真募集」係（〒870-
0835　大字上野865番地）へ。
写真は返却しません。スペースに限りがあるの
で、展示できないことがあります。抽せんで２人
に記念品を差し上げます。

７月６日㈰　①午前11時～　②午後２時～
（各回トーク30分、サイン会30分程度）
研修室
各回100人（多数時は抽せん）
往復はがきに、希望の回、住所、氏名（１通で２人まで）、電話番
号を記入し、６月15日㈰〈消印有効〉までに市美術館「岩合光昭
トーク＆サイン会」係（〒870-0835　大字上野865番地）へ。

岩合光昭トーク＆サイン会
関連イベント

作品解説　※観覧券が必要

ネコの写真を募集
日　時　

展示期間
応募規格

場　所
定　員
申込み

日　時　 場　所

申 込 み

解　説

そ の 他

　わが家自慢のネコや、街で見かけたネコなど、ネコの写真
を美術館内に展示します。

「にゃんきっちゃん」 写真はすべてⒸMITSUAKI IWAGO「ギリシャ・ミコノス島」

無料

Profile
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市
税
の
証
明・閲
覧
申
請
の

手
続
き
に
つ
い
て

　
市
税・
資
産
に
関
す
る
証
明
や
閲

覧
請
求
の
際
に
は
、大
切
な
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
、請
求
者
の
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。ま
た
、代
理
人

が
請
求
す
る
場
合
は
、委
任
者
本
人

の
承
諾
内
容
を
示
す
委
任
状
が
必
要

で
す
。申
請
の
際
は
、次
の
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
名
義
の
証
明・閲
覧
　
●
本
人

が
申
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運
転
免
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証
や
健
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険

証
な
ど
　
●
本
人
以
外
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が
申
請
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窓
口
に
来
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の
運
転
免
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証
や

健
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保
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証
な
ど
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人
の
印
鑑
を

押
印
し
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状

◆
法
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義
の
証
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覧
　
●
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者
が
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表
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の
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保
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ど
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名
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る
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ど
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印
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任
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問
　
税
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☎
５
３
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６
７
３
）

介
護
保
険
施
設
入
所・入
院
時
お
よ

び
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

居
住
費（
滞
在
費
）・食
費
の
負
担
限

度
額
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
入
所（
入
院
）者
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
該
当
、ま
た
は
生
活
保
護
費

を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、居
住
費

（
滞
在
費
）・食
費
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。現
在
、交
付
し
て
い
る
認
定

証
の
期
限
は
６
月
30
日
㈪
で
す
の

で
、引
き
続
き
認
定
を
受
け
る
場
合

は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
受
付
　
６
月
２
日
㈪
〜

◆
申
請
場
所
　
長
寿
福
祉
課（
本
庁

舎
１
階
）、東
部・
西
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、各
支
所
、明
野
出
張
所

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、印
鑑

問
　
長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７・５
７

４
２
）

環
境
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・５
７
６
２
）

◎�

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
除
去
を
市
が

指
定
し
て
い
る
業
者
に
依
頼
し
た
と

き
は
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
　
個
人（
法
人
は
対
象
外
）

◆
補
助
金
額
　
駆
除
費
用
の
２
分
の

１（
上
限
８
千
円
）

◆
提
出
書
類
　
補
助
金
交
付
申
請
兼

実
績
報
告
書
、ス
ズ
メ
バ
チ
営
巣
概

要
書
、領
収
書
の
写
し

◆
申
込
み
　
環
境
対
策
課（
本
庁
舎

４
階
）へ
。

◎�

空
き
地
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
空
き
地
は「
大
分
市
環
境
美
化
に

関
す
る
条
例
」に
よ
り
、所
有
者（
管

理
者
）が
適
正
に
管
理
を
す
る
よ
う

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。管
理

を
怠
る
と
雑
草
の
繁
茂
や
樹
木
が
自

生
す
る
な
ど
近
隣
の
人
に
不
快
感
を

与
え
、病
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
。ま
た
、ご
み
の
不
法
投

棄
、火
災
誘
発
場
所
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。所
有
者（
管
理
者
）は
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
受
給
者
は

現
況
届
の
提
出
を
お
早
め
に

　
児
童
手
当
の
受
給
者
へ
現
況
届
を

６
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。該
当
者

で
届
い
て
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。現
況
届
に
６
月
１
日
現
在
の

状
況
を
記
入
し
、６
月
30
日
㈪
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、提
出
の
な
い
場
合
は
、６
月

分
以
降
の
手
当（
10
月
期
振
込
分
）が

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７・５

７
９
３
）

６
月
８
日
㈰
〜
14
日
㈯
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す

　
26
年
度
の
標
語
は「
危
険
物
　
読

み
は
ま
っ
す
ぐ
　
ゼ
ロ
災
害
」で
す
。

こ
の
機
会
に
危
険
物
の
取
り
扱
い・

保
管
方
法
や
危
険
性
に
つ
い
て
再
確

認
を
し
て
、危
険
物
に
よ
る
事
故
や

災
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
局
予
防
課（
☎
５
３
２・３

１
９
９
）

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

◆
浄
化
槽
の
清
掃
　
清
掃
は
市
長
の

許
可
を
受
け
た「
浄
化
槽
清
掃
業
許

可
業
者
」に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７・５
６
２
４
）

◆
浄
化
槽
の
保
守
点
検・
法
定
検
査

保
守
点
検
は「
浄
化
槽
保
守
点
検
登

録
業
者
」に
、法
定
検
査
は
県
知
事
が

指
定
し
た（
公
財
）県
環
境
管
理
協
会

（
☎
５
６
７・
１
８
５
５
）に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
下
水
道
経
営
企
画
課（
城
崎
分

館
　
☎
５
４
０・５
８
５
０
）

下
水
管
な
ど
の
点
検・清
掃
に
つ
い
て

悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　「
市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
」と
言

っ
て
自
宅
を
訪
問
し
、宅
地
内
の
下

水
管
な
ど
の
点
検・清
掃・修
理
を
行

っ
て
、高
額
な
代
金
を
要
求
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。宅
地

内
の
下
水
管
の
清
掃
や
汚
水
ま
す
の

修
理
な
ど
を
、市
が
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
下
水
道
営
業
課（
城
崎
分
館
　

☎
５
３
７・５
６
４
１
）

大
分
市
仕
事
宣
言（
26
年
度
各
部
局

長
の
目
標
）を
公
表
し
て
い
ま
す

　
市
長
室（
本
庁
舎
３
階
）、情
報
公

開
室（
本
庁
舎
７
階
）、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
　
市
長
室（
☎
５
３
７・５
８
７
５
）

26
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、犬
の
大
き

さ
や
、屋
内・屋
外
飼
育
に
か
か
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
犬
に
毎
年
４
月
１
日
〜

６
月
30
日
の
間
に
１
回
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、動
物
病

院
で
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
所
衛
生
課（
☎
５
３
６・２

５
６
７
）

都
市
計
画
の
案
を
お
見
せ
し
ま
す

◆
内
容
　
大
分
流
通
業
務
地
区
地
区

計
画（
地
区
整
備
計
画
の
変
更
）

◆
縦
覧
期
間
　
６
月
９
日
㈪
〜
23
日
㈪

◆
意
見
書
の
提
出
方
法
　
市
民
お
よ

び
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
の
あ
る
人

は
、６
月
23
日
㈪
ま
で
に
市
長
あ
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所・問
　
都
市
計
画
課（
本

庁
舎
７
階
　
☎
５
３
７・５
９
６
５
）

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
調
査・

除
去
等
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

◆
募
集
期
間
　
６
月
16
日
㈪
〜
12
月

26
日
㈮
　
※
た
だ
し
、予
算
枠
に
達

し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

◆
対
象
建
築
物
　
①
分
析
調
査
…
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物

②
除
去
等
…
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

が
施
工
さ
れ
て
い
る
民
間
建
築
物

◆
対
象
者
　
建
築
物
の
所
有
者
お
よ

び
管
理
者

◆
補
助
金
額
　
①
分
析
調
査
に
要
す

る
費
用
に
相
当
す
る
額（
上
限
25
万

円
）　
②
除
去
等
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内（
上
限
１
２
０
万
円
）

◆
申
込
み・問
　
分
析
調
査・除
去
等

の
工
事
の
前
に
、必
ず
開
発
建
築
指

導
課（
☎
５
３
７・５
６
３
５
）へ
。

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information of daily living, disaster prevention, tourism and more about Oita City in English, Chinese,
and Korean on a website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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お問い合わせ　市民税課　☎537-5729　☎537-5730

26年度の が決まりました
26年１月１日に住民票の有無にかかわらず、市内に住んでいて、25年中に一定
額以上の所得があった人

●�金融機関や郵便局、コンビニエンスストアで納める人には、税額決定・納税通知
書と納付書を郵送します。

●�口座振替で納める人、公的年金のみの所得がある人で昨年10月から引き続き公的年
金より特別徴収（天引き）されている人には、税額決定・納税通知書のみを郵送します。

税額決定・納税通知書が届いたら、内容を確認してください。税額計算の基となっ
た25年中の所得金額や所得控除の内訳を記載しています。

　あなたが応援したいボランティア団体やNPO法人などの市民活
動団体を選んで市に届け出ることで、あなたが昨年度納めた個人市
民税の１％相当額が活動補助金として交付されます。

◎20歳以上の市民（非課税者を含む）
◎20歳未満の個人市民税納税者
※届出時点で市税の滞納がある場合は無効

◎市の窓口（市民協働推進課〈本庁舎２階〉、各支所・　
　明野出張所、各地区公民館、ライフパル）・ファクス・
　郵送・市ホームページで届け出ができます。

課税される人

市民活動団体の事業例

届け出方法応援届け出受付期間

届け出できる人は

届け出は

［26年度は84事業］

税額決定・納税通知書の確認を

税額決定・納税通知書
（普通徴収）を 6月中旬に

送付します

公的年金を受給している65歳以上の人へ

公的年金からの
特別徴収制度とは…

年金保険者（日本年金機構など）が市民税・県民税を年金から
特別徴収（天引き）して市区町村へ直接、納入する制度です。
※公的年金以外（給与、農業など）の所得がある場合、その所得
　に係る税額は今までの方法で納めます。

１％ 応援事業
（あなたが支える市民活動応援事業）

市民税1％の使いみち、一緒に考えてみませんか？

6月1日㈰～7月31日㈭
市民の皆さんからの

応援届け出、受け付けます！

福 祉 福祉施設への慰問活動、障がい者への支援など
社 会 教 育 木工体験教室、自然体験教室など
子どもの健全育成 子育て支援サークル、親子のリズム教室など
文化・芸術 伝統文化継承事業、芸術作品展の開催など
環 境 里山の保全活動、環境啓発事業など
まちづくり 地域交流イベントの開催、大友宗麟関連事業など

お問い合わせ　市民協働推進課　☎537-7251　 1％応援事業 検索

市ホームページや「応援届出特
集号」などを参考に。※1人に
つき応援できる団体は3つまで

応援したい団体を選んで…
市に

届け出ると…

新たな税負担が
生じるものでは
ありません

市民税・県民税の公的年金からの特別徴収制度のお知らせ

市民税・県民税

市民活動を
応援できる !

市から各団体へ届け出に応じ
た活動補助金を交付します。

役
立
て
！

わ
た
し
た
ち
の
思
い
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加
で
き
る
家
族
な
ど

◆
定
員
　
各
施
設
10
人
程
度（
先
着
順
）

施　設　名 申込み・問
小規模多機能型
居宅介護施設 びわのす ☎521ｰ2886

小規模ホーム
ふじっこ ☎548ｰ7868

小規模多機能型
居宅介護 はなぞの ☎503ｰ6801

特別養護老人ホーム
風雅の里上野 ☎535ｰ8900

緑風苑 ☎567ｰ3733

多機能ホーム
碩田柞原の里 ☎547ｰ8786

※
日
程
、内
容
な
ど
は
各
施
設
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７・５
７
７
１
）

公
共
下
水
道
事
業

経
営
評
価
委
員
会
の
委
員

◆
任
期
　
７
月
か
ら
２
年
間

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
の
人（
た
だ
し
、地
方
公
共
団
体
の

議
員
、大
分
市
の
職
員
は
除
く
）　
※

会
議
は
年
４
回
程
度
、平
日
開
催
予
定

◆
定
員
　
２
人
以
内

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み・問
　
申
込
書（
様
式
自

由
）に
、住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電

話
番
号
、性
別
、職
業
を
記
入
し
、下

水
道
に
関
す
る
意
見
や
応
募
動
機
な

ど
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
小

論
文
を
添
え
て
、直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、６
月
30
日

㈪（
消
印
有
効
）ま
で
に
下
水
道
経
営

企
画
課（
〒
８
７
０
‐
０
０
４
５
　

城
崎
町
二
丁
目
３
‐
４
　
城
崎
分
館

☎
５
３
７・５
６
４
０
　
５
３
８・

３
５
４
９
　

gesuikeiei@
city.

oita.oita.jp

）へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時
　
７
月
６
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）

◆
対
象
　
市
内・
由
布
市
居
住
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
出
店
商
品
　
日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
、使

用
可
能
な
も
の（
食
品
、動
植
物
、危

険
物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス
　
50
店（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）３
㍍
×
３
㍍
程
度

◆
申
込
み・場
所・問
　
往
復
は
が
き

に
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、参
加
人
数
、出
店
内
容（
商
品
の

種
類
と
数
）を
記
入
し
、６
月
20
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ

ザ（
〒
８
７
０
‐
１
２
０
５
　
大
字
福

宗
６
１
８
　
☎
５
８
８・１
４
１
０
）へ
。

27
年「
大
分
市
成
人
記
念
集
会
」

実
行
委
員

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務・

通
学
す
る
新
成
人（
平
成
６
年
４
月
２

日
〜
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で
、実
行

委
員
会
に
継
続
し
て
出
席
で
き
る
人

◆
実
行
委
員
会
　
９
月
〜
27
年
１
月

に
10
回
程
度
開
催
予
定（
平
日
の
夜
間
）

◆
定
員
　
10
人
程
度（
多
数
時
は
書

類
選
考
）

◆
申
込
み・
問
　
封
書
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、電
話
番
号
、応
募
の
動
機

（
２
０
０
字
程
度
）を
記
入
し
、６
月

30
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
社
会
教
育
課

（
第
２
庁
舎
　
☎
５
３
７・７
０
３
９
　

syakaikyoiku@
city.oita.

oita.jp

）へ
。

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
催
告
事
務
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間
　
８
月
１
日
㈮
〜
27
年

３
月
31
日
㈫（
更
新
可
）　

◆
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
電
話
催

告
や
窓
口
業
務
の
補
助

◆
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
経
験
が

あ
り
、土・日
曜
日
、祝
日
や
平
日
の
午

後
８
時
ご
ろ
ま
で
の
勤
務
が
で
き
る
人

◆
定
員
　
２
人

◆
報
酬
　
月
額
18
万
４
、０
０
０
円

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接
、パ
ソ
コ

ン
操
作
な
ど

◆
申
込
み・問
　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、６

月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
直
接
、国
保

年
金
課（
本
庁
舎
２
階
　
☎
５
３
７・

５
７
３
８
）へ
。

「
ム
ッ
ち
ゃ
ん
平
和
祭
夕
べ
」

平
和
音
楽
祭
出
演
グ
ル
ー
プ

◆
日
時
　
８
月
７
日
㈭
　
午
後
７
時

20
分
〜（
集
合
は
午
後
７
時
）

◆
場
所
　
平
和
市
民
公
園
　
ワ
ン
パ
ク
広
場

◆
内
容
　「
優
し
さ
」や「
思
い
や
り
」

に
関
す
る
曲
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど

◆
申
込
み・問
　
は
が
き
ま
た
は
封

書
で
、曲
目
と
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、６
月
27
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
ム
ッ
ち
ゃ
ん
平
和
祭

実
行
委
員
会
事
務
局（
本
庁
舎
　
総

務
課
内
　
☎
５
３
７・５
６
０
２
）へ
。

大
分
市
絆
づ
く
り
婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
出
会
い
応
援
事
業
」助
成
希
望
団
体

　
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
会
い

の
場
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
を
助
成

し
ま
す（
限
度
額
30
万
円
）。

◆
対
象
　
法
人
ま
た
は
市
民
グ
ル
ー

プ
等
の
団
体

◆
補
助
件
数
　
７
件
程
度

※
補
助
要
件
、対
象
経
費
な
ど
詳
し

く
は
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
申
込
み・問
　
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪（
必
着
）に

同
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０
‐
０
０
２

１
　
府
内
町
一
丁
目
５
‐
38
　
☎
５

７
４・５
５
７
７
）へ
。

催
し

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
催
し

（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）

◎�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
ろ
う
」

◆
日
時
　
６
月
21
日
㈯
　
午
後
２
時

〜
３
時

◆
対
象
　
小・中
学
生（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員
　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料
　
３
０
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
　
電
話
で
、６
月
13
日
㈮

午
後
６
時
ま
で
に
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
へ
。

◎
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日
時
　
６
月
21
日
㈯
　
午
後
３
時

30
分
〜
４
時
30
分

◆
出
演
　
フ
ル
ー
ル（
フ
ル
ー
ト
ユ

ニ
ッ
ト
）講

座・教
室・講
習
会

第
２
回
体
験
工
房「
風
鈴
を
作
ろ
う
」

◆
日
時
　
７
月
６
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

◆
対
象
　
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

◆
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
３
２
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み・場
所・問
　
電
話
で
、６
月

１
日
㈰
〜
26
日
㈭
に
大
友
氏
遺
跡
体

験
学
習
館（
☎
５
４
４・５
０
１
１
）へ
。

少
年
少
女
手
話
教
室

◆
日
時
　
７
月
５
日
〜
９
月
13
日

（
８
月
16
日
を
除
く
）〈
毎
週
土
曜
日

全
10
回
〉　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
対
象
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

◆
定
員
　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料
　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
１
、０
０
０
円
程
度
）

◆
申
込
み・
問
　
は
が
き
に
、住
所
、

氏
名
、年
齢（
学
年
）、電
話
番
号
を
記

入
し
、６
月
23
日
㈪（
必
着
）ま
で
に

障
害
福
祉
課（
本
庁
舎
　
☎
５
３
７・

５
７
８
６
）へ
。

もうかります詐欺にご注意を　「『ロト６』など、宝くじの当せん番号を教える」「高値で買い取る」「名義だけ貸してほしい」「あなただけに
権利がある」など、うまい話を持ち出し、お金をだまし取る「もうかります詐欺」が発生しています。不審な電話がかかったらすぐに警察に連絡を。　
●大分中央警察署（☎533-2131）　●大分東警察署（☎527-2131）　●大分南警察署（☎542-2131） 問生活安全推進室（☎537-5997）

13 H26. ６. １ 市役所  本庁舎    第2庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号

27
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
小
学
校

の
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す

◆
期
間・場
所
　
●
６
月
13
日
㈮
〜
26

日
㈭
…
大
分
市
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
　

資
料
閲
覧
室（
碩
田
町
）　
●
６
月
13

日
㈮
〜
…
学
校
教
育
課（
第
２
庁
舎
４

階
）　
※
土・日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

始
を
除
く
。

◆
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
　
学
校
教
育
課（
☎
５
３
７・５
６
４
８
）

住
居
表
示
実
施
区
域
に
建
物
を

新
築（
改
築
）し
た
と
き
は「
住
居

番
号
設
定
申
請
」が
必
要
で
す

　
住
所
に
必
要
な「
住
居
番
号
」は
、

自
分
で
番
号
を
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。誤
っ
た
番
号
で
住
民
登
録
や

不
動
産
登
記
、法
人
登
記
な
ど
の
手

続
き
を
し
た
場
合
は
、再
度
の
手
続

き
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
時
期
　
建
物
の
足
場
が
外
れ

て
か
ら
建
物
登
記
や
住
民
登
録
を
す

る
ま
で
の
間

◆
申
請
に
必
要
な
物
　
住
居
番
号
設

定
申
請
書
、字
図
、建
築
確
認
書
類
一
式

問
　
市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

７
２
５
０
）

産
業
廃
棄
物
対
策
課
か
ら
の
お

知
ら
せ（
☎
５
３
７・７
９
５
３
）

◎��

産
業
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）に
関
す
る
報
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す

　
産
業
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）交
付
者
は
、管
理
票
に
関
す
る

報
告
書
の
提
出
義
務
が
あ
り
ま
す
。

25
年
度
実
績
は
６
月
30
日
㈪
ま
で
に

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
電

子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
利
用
し
た
場
合

は
、報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◎��

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）な
ど
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

を
含
む
電
気
機
器
を
保
管・使
用
し
て

い
る
事
業
者
は
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
な
ど

の
保
管
状
況
の
届
出
義
務
が
あ
り
ま

す
。25
年
度
実
績
は
６
月
30
日
㈪
ま

で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、廃
棄
物
処
理
法
お
よ
び
Ｐ

Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、適
正

処
理
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
市
内
で
農
業
を
営
む

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

◎�

雇
用
促
進
助
成
金

　
農
業
に
参
入
す
る
企
業
が
新
た
に

従
業
員
を
雇
用
す
る
経
費
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
企

業
　
①
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、市

内
で
新
た
に
農
業
を
営
む
こ
と
　
②

新
た
に
従
業
員
１
人
以
上
お
よ
び
非

正
規
従
業
員
５
人
以
上
を
雇
用
し
、農

業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
　
③
農
業
経

営
改
善
計
画
を
作
成
し
、認
定
の
日
か

ら
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と

◎�

施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金

　
農
業
に
参
入
す
る
企
業
が
農
業
を

始
め
る
た
め
に
必
要
な
施
設
な
ど
の

ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
対
し
、費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
　
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、農

業
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し
た
企
業

☆
そ
の
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
。補
助
金
額
や
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、農
林
水
産
課
に
お
問
い
合

わ
せ
に
な
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
※
予
算
枠
に
達

し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

問
　
農
林
水
産
課（
☎
５
３
７・
５

７
７
０
）

都
市
計
画
公
園
の
事
業
認
可
等
を

受
け
ま
し
た
の
で
お
見
せ
し
ま
す

◎�

賀
来
西
１
号
街
区
公
園
の
事
業
認
可

◆
縦
覧
期
限
　
27
年
３
月
31
日

◎�

浜
中
公
園
の
変
更
事
業
認
可

◆
縦
覧
期
限
　
28
年
３
月
31
日

☆
縦
覧
場
所・
問
　
公
園
緑
地
課�

（
本
庁
舎
７
階
　
☎
５
３
７・５
９
７
６
）

中
心
市
街
地
に
出
店
す
る
個
人・

団
体
を
補
助
し
ま
す

　
中
心
市
街
地
に
あ
る
空
き
店
舗
な

ど
へ
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
行
う
個
人・団
体
を
補
助
し
ま
す
。

①まちなか出店支援事業
50%

100万円
150万円

※ 備品などを除いた改装費・
広告費が対象

②イベント開催事業
50%

100万円

個人・法人
商店街団体

補助率
補助
限度額

補助率
補助
限度額

※
申
請
は
偶
数
月
に
受
け
付
け
ま
す

（
改
装
前
の
申
請
が
必
要
で
す
）。補
助
要

件
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、商
工

労
政
課（
本
庁
舎
9
階
　
☎
５
３
７・５

９
５
９
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
雨
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ
た
の

浮
上
に
ご
注
意
を

　
水
に
つ
か
っ
た
道
路
で
は
、足
元
が

見
え
ず
誤
っ
て
人
が
落
ち
込
ん
で
し

ま
う
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。パ

ト
ロ
ー
ル
で
点
検
し
て
い
ま
す
が
、気

付
い
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
下
水
道
施
設
課（
☎
５
３
７・５

６
４
２
）送

付
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

　
６
月
中
旬
に
１
年（
10
回
）分
の
納

税
通
知
書（
納
付
書
）を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
の

利
用
者
お
よ
び
特
別
徴
収（
公
的
年

金
か
ら
天
引
き
）の
人
へ
は
、同
時
期

に
決
定
税
額
を
通
知
し
ま
す
。送
付

後
に
加
入
者
の
異
動
、所
得
の
修
正

な
ど
で
税
額
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

納
付
書
ま
た
は
税
額
更
正
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
決
定
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

問
　
国
保
年
金
課（
☎
５
３
７・５
７
３
６
）

65
歳
以
上
の
人
の
26
年
度
介
護

保
険
料
決
定
通
知
書

◆
普
通
徴
収
の
人
　
６
月
中
旬
に
１

年
分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。口
座
振
替
を

新
た
に
希
望
す
る
人
は
、同
封
の
口
座

振
替
依
頼
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
徴
収（
公
的
年
金
か
ら
天
引

き
）の
人
　
６
月
中
旬
に
決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
付
書
ま
た
は
通
知
書
が
届
い
た

ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階
　

☎
５
３
７・５
７
４
１
）

募
集

市
認
知
症
家
族
介
護
支
援

事
業
の
参
加
者

◆
対
象
　
市
内
居
住
で
、在
宅
認
知

症
高
齢
者
を
介
護
し
、全
４
回（
月
１

〜
２
回
程
度
開
催
）の
講
習
会
に
参

７月１日�㈫�から
臨時福祉給付金等の
申請を受け付けます
　消費税率引き上げの影響を
緩和するために、所得の低い
人を対象に「臨時福祉給付
金」を、子育て世帯を対象に
「子育て世帯臨時特例給付
金」を給付することになりま
した。
　対象と思われる人には、6月
末に申請書を送付します。
　申請受付は7月1日㈫から
開始します。なお、審査の結
果、給付できない場合があり
ます。

※詳しくは、市報おおいた6月
15日号と市ホームページで
お知らせします。
問臨時福祉給付金等事務局
（☎537ｰ5684）

食中毒を予防しましょう 問保健所衛生課（☎536-2704）
高温多湿の時期は食中毒が発生しやすくなります。
食中毒予防三原則（清潔、迅速・冷却、加熱）を守りましょう。

6月は「男女雇用機会均等月間」です。
男女労働者間に生じている格差の解消に向け、職場環境の
整備を進めましょう。 問商工労政課（☎537-5964）

12H26. ６. １



（
先
着
順
）　
◆
申
込
み・
問
　
電
話

ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、６
月
13

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
県
消
費
生
活・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ〈
ア
イ
ネ
ス
〉

（
〒
８
７
０
‐
０
０
３
７
　
東
春
日

町
１
‐
１
　
☎
５
３
４・
２
０
３
９
　

５
３
４・２
０
５
７
）へ
。

衛
生
管
理
者
試
験
受
験

準
備
講
習
会

◆
日
時
　
７
月
３
日
㈭・
４
日
㈮
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
◆
場
所
　

大
分
商
工
会
議
所（
長
浜
町
）　
◆
受

講
料
　
会
員
…
９
、７
２
０
円
、一
般

…
１
万
１
、７
７
８
円
　
※
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
が
別
途
必
要
　
◆
申
込
み・

問
　
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
県
労
働
基

準
協
会（
☎
５
８
３・４
６
８
６
）へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、毎
月
の
口

座
を
早
割（
当
月
末
振
替
）に
す
る
と

月
50
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

学
生
、高
校
生
は
４
０
０
円
、大
学

生
、一
般
は
８
０
０
円
　
◆
競
技
種

目
　
市
営
温
水
プ
ー
ル
の
窓
口
に
置

い
て
い
る
大
会
要
領
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。　
◆
申
込
み・問
　
市
営
温

水
プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、参
加
料
を
添

え
て
郵
送（
現
金
書
留
）で
、６
月
７

日
㈯
〜
15
日
㈰（
必
着
）に
市
水
泳
協

会
事
務
局
　
木
本
高
正（
〒
８
７
０

‐
０
０
０
７
　
王
子
南
町
２
‐
８
　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
王
子
１
０
５
　
☎
０

９
０・
１
１
６
７・
２
６
０
４
）ま
た

は
直
接
、市
営
温
水
プ
ー
ル
へ
。

ア
イ
ネ
ス
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

◆
日
時
　
６
月
22
日
㈰
　
午
後
１
時

〜
３
時
10
分
　
◆
場
所
　
県
消
費
生

活・男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ〈
ア
イ
ネ

ス
〉
２
階
　
大
会
議
室
　
◆
内
容
　

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、講
演
会（
演
題
…

「
八
重
の
桜
〜
新
島
八
重
の
生
き
方

に
学
ぶ
」　
講
師
…
山
本 

む
つ
み
氏

〈
脚
本
家
〉)

　
◆
定
員
　
３
０
０
人

円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　
◆
申
込
み・

問
　
電
話
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓス

マ
イ
ス

Ｍ
Ｉ
Ｓ

（
☎
５
４
７・０
１
５
２
）へ
。

第
25
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会
出
場
者
募
集

◆
日
時
　
６
月
29
日
㈰
　
午
前
10
時
　

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
　
◆
対

象
　
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、昭

和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

男
性
お
よ
び
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
女
性
　
◆
参
加
料
　

２
、０
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）　
◆
申

込
み・問
　
は
が
き
に
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、段
級
位
、生
年
月
日
を
記

入
し
、６
月
27
日
㈮
ま
で
に
日
本
棋
院

大
分
支
部
　
木
藤
一
弘（
〒
８
７
０
‐

０
９
２
６
　
加
納
24
組
　
☎
０
９
０・

２
５
１
２・３
７
３
７
）へ
。

第
96
回
市
民
水
泳
競
技
大
会

◆
日
時
　
７
月
13
日
㈰
　
午
前
10
時
　

◆
場
所
　
市
営
温
水
プ
ー
ル（
西
浜
）　

◆
対
象
　
市
内
居
住
の
小
学
生
以
上
　

◆
参
加
料
　
１
種
目
に
つ
き
、小・中

　
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、預（
貯
）

金
通
帳
、届
出
印
を
持
参
の
う
え
、口

座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
に
備

え
付
け
の「
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申

出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　
問
　
大
分
年
金

事
務
所（
☎
５
５
２・１
２
１
１
）

お
わ
び
と
訂
正

　
市
報
５
月
１
日
号
12
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
ま
し
た「
大
南
公
民
館
の
館
長
を

募
集
し
ま
す
」の
う
ち
、任
期
の「
最
長

は
32
年
３
月
31
日
ま
で
」は「
最
長
は

31
年
３
月
31
日
ま
で
」の
誤
り
で
し

た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

イベントカレンダー

▼
入
江
久
生（
中
春
日
町
）▼
荒
金
誠
一

（
豊
町
）▼
中
嶋
實（
高
城
台
）▼
笠
ミ
ヨ
子

（
千
歳
）▼
秋
月
京
子（
羽
田
）▼
後
藤
幸
勇

（
荏
隈
）▼
三
谷
と
し
子（
大
石
町
）▼
渡
辺

雅
之（
下
郡
南
）

鶴
崎
地
区
▼
河
野
徹（
徳
島
）▼
渡
辺
初
美

（
広
内
）▼
門
脇
博
道（
猪
野
）▼
三
浦
健
次

（
三
佐
）▼
大
津
淳
一（
つ
る
さ
き
陽
光
台
）

▼
宇
髙
邦
夫（
北
鶴
崎
）▼
宮
本
英
雄（
鶴

崎
）▼
相
馬
ま
ゆ
み（
宮
河
内
ハ
イ
ラ
ン

ド
）▼
木
田
真
人（
森
町
）▼
安
東
由
美
子

（
横
尾
）

坂
ノ
市
地
区
▼
岡
田
俊
文（
坂
ノ
市
中
央
）

▼
合
澤
猛（
久
原
中
央
）▼
丸
田
弘
美（
坂

ノ
市
中
央
）

大
南
地
区
▼
国
師
幾
代（
判
田
台
北
）▼
後

藤
ま
ち
こ（
中
判
田
）▼
村
上
信
正（
中
戸

次
）▼
岡
本
義
雄（
け
や
き
台
）▼
山
田
八

千
代（
杉
原
）

稙
田
地
区
▼
渡
辺
雅
宏（
木
上
）▼
松
野
正

洋（
松
が
丘
）▼
長
峰
勝
己（
岡
川
）▼
甲
斐

幸
子（
木
上
）▼
加
島
和
典（
上
宗
方
）

佐
賀
関
地
区
▼
浦
辺
洋
子（
佐
賀
関
）

▼
姫
野
和
久（
佐
賀
関
）▼
姫
野
七
太
郎

（
白
木
）▼
佐
藤
良
三（
馬
場
）▼
姫
野
隆

彦（
白
木
）

市
外
▼
木
下
和
子（
宮
崎
市
）▼
福
田
淳
也

（
大
田
区
）▼
阿
南
清
隆（
別
府
市
）▼
宮
迫

洋
二（
横
浜
市
）▼
北
原
修
司（
佐
世
保
市
）

以
上
４
月
17
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
泉（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
川
邉
ア
キ
ヨ（
花
津
留
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
野
の
花
の
会

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
園
田
幸
子（
志
手
）▼
児
島
和

夫（
新
春
日
町
）▼
工
藤
信
子（
王
子
町
）

1
㈰
春の星座と火星、土星を見よう!!
時間/午後7時30分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人420円、高校
生210円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館 ☎574-0100

6
㈮
火星、土星、春の一等星を見よう！
期間/6日㈮～8日㈰・13日㈮～
15日㈰
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ

7
㈯
水道水源クリーンアップ大作戦
時間/午前7時30分～8時30分

（少雨決行）
集合/府内大橋左岸駐車場
場所/古国府浄水場取水口河川敷
問水道局総務課　☎538-1211
第20回七瀬川ホタルまつり
時間/午後1時～
場所/七瀬川自然公園
問稙田経済研究会  ☎541-1221
大分トリニータ対
ＦＣ岐阜
時間/午後6時～
場所/大分銀行ドーム

14
㈯
市公設地方卸売市場
市民感謝デー!!
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
場所・問市公設地方卸売市場
☎533-3113
夏の星座と神話
時間/午後6時30分～7時30分
定員/30人(当日先着順)
参加料・場所・問は上記1日と同じ

15
㈰
救急蘇生法とＡＥＤ講習会� 無料
時間/午後1時～4時
場所/あけのアクロスタウン本館
３階　アクロスホール
内容/救急医による講演と救急蘇
生法、ＡＥＤの実技講習
問Ｃ＆Ｃ　安東　☎556-5152

21
㈯
さがのせき朝市
時間/午前8時30分～10時

（商品がなくなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

６月
１日～

©OITA�F.C.

市民図書館（☎576-8241）

『なけないちっちゃいかえる』
エクトル・シエラ／作
やまうち かずあき／絵

『ゆうちゃんとめんどくさいサイ』
西内 ミナミ／作
なかの ひろたか／絵

読みきかせのための本

市民図書館
おすすめの本

大分市の
面積と人口

【4月末日現在の住民基本台帳人口】

面　積 501.28㎢ 人　口 478,179人
男 229,774人 女 248,405人 世帯数 211,102世帯
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◆
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、講
座
名
を
記
入

し
、６
月
15
日
㈰（
消
印
有
効
）ま
で

に
同
館（
〒
８
７
０
‐
０
８
６
４
　

大
字
国
分
９
６
０
‐
１
）へ
。

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・８
６
１
６
）

①
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時
　
７
月
３
日
㈭
、10
日
㈭
、17

日
㈭
、24
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

※
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
入
門

◆
日
時
　
７
月
26
日
㈯・27
日
㈰（
全

２
回
）　
午
後
２
時
〜
４
時

◆
対
象
　
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
の

経
験
が
な
い
人

◆
受
講
料
　
２
、０
０
０
円（
材
料
費

は
別
途
）

◆
定
員
　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
申
込
み・
場
所・
問
　
①
は
は
が

き
②
は
往
復
は
が
き（
１
教
室
に
つ

き
１
人
１
枚
）、ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

教
室
名
を
記
入
し
、①
は
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、②
は
６
月
18
日
㈬

（
必
着
）ま
で
に
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
７
０
‐
０
８
５
１
　
大
石
町
一

丁
目
３
組
　

５
４
５・５
０
６
５
　

om
c01@

oct-net.ne.jp

）へ
。

中
小
企
業
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
講
座

◆
日
時
　
７
月
２
日
〜
30
日（
毎
週

水
曜
日
　
全
５
回
）　
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階
　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
講
師
　
大
分
大
学
経
済
学
部
教
授

な
ど

◆
定
員
　
45
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
２
０
０
円（
資
料
代
）　

※
交
流
会
参
加
者
は
各
回
別
途
３
０

０
円

◆
申
込
み・
問
　
産
業
活
性
化
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、６
月
１
日
㈰

か
ら
同
プ
ラ
ザ（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

分
２
階
　
☎
５
７
６・
８
８
７
９
　

５
４
４・
３
０
１
１
　

plaza-
event@

horutohall.jp

）へ
。

経
営
無
料
相
談
会

◆
日
時
　
６
月
８
日
〜
27
年
３
月
８

日
の
毎
月
第
２
日
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
◆
場
所
　
県
立

図
書
館（
王
子
西
町
）　
◆
相
談
員
　

県
中
小
企
業
診
断
士
協
会
会
員
ほ
か
　

◆
相
談
内
容
　
創
業
や
経
営
課
題
な

ど
　
問
　
県
立
図
書
館
調
査
相
談
係

（
☎
５
４
６・９
９
７
１
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修（
旧
２
級
ヘ

ル
パ
ー
）講
座
受
講
生
募
集

◆
月
日
　
６
月
14
日
㈯
か
ら
土・日

曜
日
の
全
16
回
　
◆
場
所
　
稙
田
公

民
館
ほ
か
　
◆
定
員
　
30
人（
先
着

順
）　
◆
受
講
料
　
５
万
８
、０
０
０

能
楽
教
室（
７
月
〜
９
月
）

教
室
名

曜日
時
　
間
対
象
定員

①
観
世
流

大
分
謡
曲
協
会

教
室

（
謡
曲・仕
舞
）

火
午
前
10
時

〜
正
午
中
級
者

各30人

水
午
後
2
時
　

〜
4
時
初
心
者

中
級
者

②
喜
多
流
教
室

（
謡
曲・仕
舞
）
金
午
後
1
時
　

〜
5
時

15人

◆
講
師
　
①
谷
村
　
育
子
氏
、馬
野
　

正
基
氏
ほ
か
　
②
渡
辺
　
康
喜
氏

◆
受
講
料
　
１
科
目
に
つ
き
１
か
月

３
、０
０
０
円
程
度

◆
そ
の
他
　
10
月
以
降
も
継
続
で
き

ま
す
。定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み・場
所・問
　
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、６
月
30
日
㈪
ま
で
に
平

和
市
民
公
園
能
楽
堂（
☎
５
５
１・５

５
１
１
　
５
５
１・５
５
１
２
）へ
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

◆
日
時
　
７
月
10
日
㈭
　
午
後
１
時

〜
４
時

◆
場
所
　
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

３
階
ホ
ー
ル（
大
道
町
三
丁
目
）

◆
内
容
　
●
火
災
事
例
な
ど
に
基
づ

く
防
火
管
理
対
策
　
●
防
火
管
理
に

関
す
る
消
防
法
令
な
ど
の
改
正
概
要

◆
対
象
　
収
容
人
員
３
０
０
人
以
上

の
特
定
用
途
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
者

◆
定
員
　
50
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
５
、１
４
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

◆
申
込
み
　
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、６
月
６
日
㈮
〜
16
日
㈪
に（
一

財
）県
消
防
設
備
安
全
協
会（
長
浜
町

二
丁
目
12
‐
10
　
昭
栄
ビ
ル
４
階
　

５
３
７・３
１
３
９
）へ
。

問
　
消
防
局
予
防
課（
☎
５
３
２・３

１
９
９
）

パ
パ
も
子
育
て
応
援
日

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
内
容
　
新
生
児
の
育
児
講
座
、妊

婦
体
験
、沐も

く
よ
く浴
実
習
な
ど

◆
対
象
　
初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員
　
12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象
　
生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ
の
父
母

◆
定
員
　
17
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、ポ
リ
袋（
45
㍑
）

☆
月
日
　
６
月
21
日
㈯

☆
場
所
　
大
分
南
部
公
民
館（
曲
）

☆
そ
の
他
　
①・②
の
教
室
参
加
者

の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、６
月
４
日
㈬

〜
11
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
５
３

４・０
７
５
３
）へ
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７・

５
６
７
５
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー

◆
日
時
　
６
月
29
日
㈰
　
午
前
の
部

…
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
　
午
後
の

部
…
正
午
〜
午
後
３
時
　

◆
場
所
　
霊
山
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド（
稙

田
地
区
）〈
集
合
は
霊
山
寺
駐
車
場
〉

◆
内
容
　
ガ
イ
ド
と
山
中
を
散
策

し
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験

◆
定
員
　
各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料
　
８
０
０
円（
地
元
産
品

を
使
っ
た
軽
食
代
、資
料
代
）

◆
申
込
み・
問
　
は
が
き
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

ツ
ア
ー
」の
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
、

参
加
者
全
員
の
氏
名・年
齢
、代
表
者

の
住
所・電
話
番
号
、希
望
の
部
を
記

入
し
、６
月
16
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
産

業
振
興
課（
本
庁
舎
　
☎
５
８
５・６

０
１
３
）へ
。

歴
史
資
料
館
の
講
座

（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）

◎�

第
４
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時
　
６
月
28
日
㈯
　
午
前
９
時

30
分
〜
、午
後
２
時
〜

◆
内
容
　
管
玉・丸
玉
作
り

◆
定
員
　
各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
２
６
０
円（
材
料
費
）

◆
持
参
品
　
ビ
ニ
ー
ル
袋
、古
タ
オ

ル
、マ
ス
ク
な
ど

◆
申
込
み
　
電
話
で
、６
月
６
日
㈮

か
ら
同
館
へ
。

◎�

ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見

　「
歴
史
の
コ
ー
ス
」

◆
日
時
　
７
月
12
日・19
日
、８
月
９

日・30
日
、９
月
13
日・27
日（
土
曜
日
　

全
６
回
）　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
対
象
　
高
校
生
以
上

◆
定
員
　
70
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料
　
３
０
０
円

６月１日㈰～７日㈯は、水道週間です
26年のスローガンは、「おいしいな　だいじなお水　ごくごく
り」です。この機会に水の大切さについて考えてみましょう。
 問水道局経営管理課（☎538-2404）

６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。
日頃の食生活を見直したり、朝食を食べる、家族そろって楽しく食
卓を囲んでみるなど、できることから始めてみませんか。
 問保健所健康課（☎536-2517）

14H26. ６. １市役所  本庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号
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企
画
・
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大
分
市
企
画
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〒
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０
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０
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【
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５
３
４・６
１
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１

【
夜
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３
４・６
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市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.oita.oita.jp/

■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

今回、皆さんに将来の大分市に向けたメッセージを書いてもらいました（５ページ参照）。素敵な笑顔
が印象的な後藤さん夫婦も、子どもが元気で安心して暮らせるまちを願っていました。
市では、次の世代に誇れる「ひと」も「まち」も元気なまちづくりを進めていきます。あなたが思い描く
将来の大分市はどんなまちですか？

表紙の
言葉

毎週土曜日 TOSテレビ大分
午後５時15分～5時30分

※ 都合により、番組内容は変
更になることがあります。

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

６月14日㈯
市政トピックス

みんなで考えよう!環境を守る
ために今、できること（再放送）

大分市内のケーブルテレビ局でも
放送しています。

OCT大分ケーブルテレコム
日・月・火・水

OCN大分ケーブルネットワーク
日・月・火・水

STV佐賀関テレビ
火・水・木

６月７日㈯

番組案内

　地方分権時代を見据えて、市民と行政
が共に力を合わせて進める「市民協働の
まちづくり」を始めて10年余りが経過
し、その取り組みが着実に市民の間に根
付いてきていることを改めて実感して
います。
　中でも「日本一きれいなまちづくり」
は、市民総参加のもと、平成17年にギネ
ス記録を達成した「全市いっせいごみ拾
い大作戦」に象徴されるように、本運動
の代表的な取り組みとして大きな成果
をもたらしてきました。
　こうした中、５月12日はその推進に大
きな役割を担っていただいている「日本
一きれいなまちづくり推進委員会」が開
催されました。設置から今年度が10年目
を迎える節目の年となることから、新た
なステージに向けて行動計画を策定す

ることや、運動拡充の契機とするための
記念講演会を開催することなどが話し
合われました。
　全国の各都市からも注目をされてい
る「日本一きれいなまちづくり」と「市民
協働」のさらなる深化をめざして、これ
からもしっかりと取り組みを進めてま
いりたいと思います。�

vol.
98

こんにちは
市長室です

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナー
は、市ホームページで市政について市長の日々の思
いをつづる「こんにちは市長室です」の「市長の日記」
からお届けします。「市政の今」を感じてください。

きれいなまちをつくりましょう

「日本一きれいなまちづくり」にこれからもしっかりと取り組みます

　いつでもどこでも気軽にできるウオーキング。歩くこと
は健康づくりの第一歩です。今回は、鶴崎地区にある歴
史スポットと、運動を楽しめる公園を紹介します。

お問い合わせ　広聴広報課　☎537-5713

法心寺

毛利空桑記念館（知来館・天勝堂）

鶴崎スポーツパーク

【鶴崎地区】

総距離：3.5km　　時間：53分
歩数：5,300歩　　消費カロリー：144kcal

～鶴崎の歴史と自然を感じるコース～

鶴崎
中学校

タイヤ館
森町通り

鶴崎駅
日豊本線 539

208

森
町
バ
イ
パ
ス

↑ ↑

乙津川 大野川

オアシス
第二病院鶴崎

バス停

法心寺

N

至大在

鶴崎橋
バス停鶴崎バス停

毛利空桑
記念館

鶴崎
高校

鶴崎
小学校

鶴崎
スポーツパーク

197至大分

【 第２回 】

※距離・時間は目安です。歩数には個人差があります。
消費カロリーは、体重50kgの人が普通の歩行速度

（平地、67m／分）でコースを歩いた場合の計算です。

0.4km
6分
600歩

1.5km
23分
2,300歩

1.6km
24分
2,400歩

距　離
時　間
歩　数

距　離
時　間
歩　数

距　離
時　間
歩　数

　法心寺は、江戸時代に熊本藩
初代藩主の加藤清正公により建
てられた寺です。
　加藤清正公が死去して以来、法
要が行われるようになり、これが
鶴崎夏の風物詩「清正公二十三夜
祭」になったといわれています。

　毛利空桑は、幕末から明治初期
にかけて活躍した儒学者です。記念
館（入館無料）には、空桑の史料や文
献・遺品などが展示されています。
　隣接する私塾「知来館」と、旧宅
「天勝堂」では、当時の雰囲気を残
した部屋を見学できます。

　大野川、乙津川の二つの河川に
挟まれた自然を生かした公園です。
　親子で遊べる遊具のほか、楽し
みながら健康づくりができる遊
具もあり、気軽に体を動かすこと
ができます。また、ベンチがある
ので休憩にも利用できます。

［第２回］

鶴 崎 バ ス 停

法心寺・毛利空桑記念館

鶴崎スポーツパーク

鶴 崎 橋 バ ス 停


